

























































  (京都大学学術出版会、2016 年) 
コメント：曽田三郎（広島大学文学研究科名誉教授） 
 




第 171 回   10 月 21 日 
紀勇振（広島大学文学研究科博士課程後期） 
戦後初期、東北における中共のソ連に関する宣伝：『東北日報』を中心に(1945 





第 172 回  12 月 23 日 
     金子肇（広島大学文学研究科） 
擬制としての議会専制―人民代表大会制の歴史的位相― 




 楠原俊代『韋君宜研究 記憶の中の中国革命』（中国書店、 2016 年） 
        聶莉莉『「知識分子』の思想改造 建国初期の潘光旦、費孝通とその周 
辺』（風響社、 2016 年） 
 
2018 年 




第 174 回 3 月 24 日 
   鈴木航 
 戦間期中国浙江省の新聞界にみる訓政的公共性：項士元『浙江新聞史（1930） 
を手がかりに 
   坂井田夕起子 
真宗大谷派の厦門開教と台湾：開教使神田恵雲を中心に 
 


























第 179 回  8 月 25 日 
合評会 金子肇『近代中国の国会と憲政 議会専制の系譜』をめぐって 
書評者 森川裕貫（関西学院大学） 奈良勝司 （広島大学文学研究科） 
 







第 181 回  2 月 11 日  
陳建守（台湾・中央研究院近代史研究所） 
以「啓蒙」的名義：1930 年代的新啓蒙運動 
  
 
  
